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(1)　第1848号　2021年7月5・15日

第１回単組青年部長・　　
　　　　　女性部長会議
日　時　７月21日(水)　19：00開始
場　所　水戸・自治労会館会議室
内　容　・経過報告
　　　　・当面の取り組み

ア
要
求
の
見
送
り
や
、
要
求

水
準
を
下
げ
た
り
す
る
動
き

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
７
月
１
日
時
点
で
、
月
例

賃
金
改
善
を
要
求
し
た
６
５

５
８
組
合
の
う
ち
４
７
７
２

組
合
が
妥
結
し
、
賃
上
げ
要

求
・
妥
結
と
も
に
昨
年
同
時

期
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
人
事

院
の
民
間
給
与
実
態
調
査
が

大
幅
に
遅
れ
、
賃
金
闘
争
に

も
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
公
務
員
連
絡

会
は
春
闘
交
渉
の
中
で
、
２

０
２
１
人
勧
は
例
年
通
り
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
て
い

勧
告
上
回
る
取
り
組
み
が
重
要

人
勧
・
確
定
期
に
総
力
を

ま
す
。

　
昨
年
は
較
差
が
極
め
て
小

さ
か
っ
た
こ
と
か
ら
給
料
表

の
改
定
は
見
送
ら
れ
ま
し
た

が
、
本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
が
産
業
・
企
業
に
よ
り
大

き
く
異
な
る
た
め
、
月
例
給

に
関
す
る
民
調
結
果
に
ど
の

程
度
の
影
響
が
あ
る
か
不
透

明
な
状
況
で
す
。
ま
た
、
一

時
金
に
つ
い
て
は
昨
年
よ
り

さ
ら
に
厳
し
い
状
況
が
想
定

さ
れ
ま
す
。

　
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
公

務
員
の
労
働
条
件
に
つ
い
て

は
、
交
渉
・
合
意
に
よ
っ
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
　
２
０
２
１
連
合
春
闘
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
乗
り
越
え
、
賃

上
げ
の
流
れ
を
止
め
な
い
と

い
う
姿
勢
の
も
と
で
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
一

部
組
合
で
は
要
求
段
階
で
ベ

例
給
・
一
時
金
の
改
善
を
は

じ
め
と
す
る
要
求
実
現
を
め

ざ
し
交
渉
・
協
議
、
合
意
の

　
２
０
２
１
人
事
院
勧
告
に

向
け
自
治
労
、
公
務
員
連
絡

会
は
、
人
事
院
に
対
し
て
月

　
公
務
員
連
絡
会
は
、
６
月

　
日
、
川
本
人
事
院
総
裁
と

30交
渉
を
実
施
し
、「
２
０
２

１
年
人
事
院
勧
告
に
関
わ
る

要
求
書
」
を
提
出
し
ま
し

た
。

切
な
要
員
と
賃
金
労
働
条
件

の
確
保
が
必
要
」
と
述
べ
、

「
現
在
、
署
名
行
動
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
後
日
、
提
出

す
る
の
で
現
場
の
職
員
の
声

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
、
勧
告

日
に
人
事
院
総
裁
の
最
終
的

な
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
川
本
人

事
院
総
裁
は
、「
要
求
は
確

か
に
受
け
取
り
ま
し
た
。公

務
を
巡
る
情
勢
は
厳
し
い
状

況
で
す
。
人
事
院
総
裁
と
し

て
国
会
と
内
閣
に
対
し
て
必

要
な
勧
告
・
報
告
を
行
う
と

い
う
国
家
公
務
員
法
に
定
め

ら
れ
た
責
務
を
着
実
に
果
た

し
て
い
く
所
存
。
今
後
、
本

年
の
勧
告
に
向
け
て
、
要
求

さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
皆
さ

ん
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

２０２１人 勧

人事院に要求書を提出し交渉する公務員連絡会

【2021人事院勧告にむけた人事院への要求事項】

⑴　公務員労働者の賃金について
①　給与改定にあたっては、公平・公正で客観的な公民比
較に基づき、生活確保をはかる月例給の水準を維持す
ること。

②　一時金については、精確な調査と官民比較を行うこ
とを求め、公務員労働者の生活を守る支給月数を確保
すること。

③　再任用職員の賃金水準を改善すること。
④　諸手当の改善について、地域の実情や職務、生活実
態などを踏まえつつ、組合との十分な交渉・協議に基づ
き行うこと。

⑵　非常勤職員等の制度および処遇の改善
①　同一労働同一賃金をはじめとする均等待遇の原則に
基づき、関係法令、規則を適用すること。

②　改正後の「非常勤職員給与決定指針」等に基づき、
着実な待遇改善をはかること。

③　雇用の安定と処遇の改善にむけ、期間業務職員制度
の適切な運用と必要な改善措置の実施をはかること。

④　非常勤職員の休暇制度等について、常勤職員との均
等待遇をはかるとともに、無給休暇を有給化すること。

⑶　労働諸条件の改善について
①　労働時間の短縮とワーク・ライフ・バランスの実現
にむけて次の事項を実現すること。
ア　ＩＣＴ等を活用した客観的で厳格な勤務時間管理
イ　超過勤務の上限を定めた人事院規則等を踏まえた
運用の検証と必要な対策

ウ　超過勤務割増率の引き上げと超過勤務手当の全額
支給

エ　勤務間インターバルの確保
オ　育児・介護など両立支援制度の改善

②　ハラスメントの防止にむけて、人事院規則の措置を
踏まえ、実効性のある対策を推進すること。
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決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
と
の
基
本
的
考
え
方
に
立

ち
、
給
与
改
定
に
あ
た
っ
て

は
、
精
確
な
調
査
に
よ
る
公

平
・
公
正
な
官
民
比
較
に
基

づ
き
、
月
例
給
の
水
準
確

保
、
一
時
金
に
つ
い
て
も
生

活
維
持
に
必
要
な
支
給
月
数

の
確
保
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
勧
告
に
向
け
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
状
況
を
踏
ま
え
、
中
央

行
動
は
今
年
も
実
施
さ
れ
ま

せ
ん
が
、「
２
０
２
１
人
勧

期
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
な
ど

の
取
り
組
み
や
単
組
機
関
紙

の
配
布
行
動
な
ど
創
意
工
夫

し
た
柔
軟
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
月
例
給
、
一
時
金

の
引
き
上
げ
は
厳
し
い
状
況

も
あ
り
ま
す
が
、
勧
告
を
上

回
る
自
治
体
賃
金
確
定
闘
争

を
め
ざ
し
、
初
任
給
の
引
き

上
げ
な
ど
単
組
の
賃
金
制
度

改
善
や
子
ど
も
だ
け
で
な
く

親
も
含
め
た
家
族
看
護
休
暇

制
度
へ
の
拡
充
、
定
年
制
延

長
に
向
け
た
自
治
体
条
例
化

な
ど
秋
の
闘
い
に
向
け
取
り

組
み
の
強
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

安
心
し
て
働
け
る
賃
金
労
働
条
件
を

人
勧
期
要
求
書
を
提

人
勧
期
要
求
書
を
提
出出

公務員連絡会

　
冒
頭
、
公
務
員
連
絡
会
の

武
藤
議
長
は
、「
定
年
の
引

上
げ
が
実
現
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
今
後
は
、
円
滑
な

定
年
引
上
げ
の
実
現
を
は
か

る
こ
と
が
課
題
。
定
年
の
段

階
的
引
上
げ
に
関
す
る
人
事

院
規
則
の
措
置
等
に
つ
い

て
、
公
務
員
連
絡
会
と
の
十

分
な
交
渉
・
協
議
、
合
意
に

基
づ
く
対
応
を
求
め
て
お

く
」
と
し
た
う
え
で
、「
恒

常
的
な
要
員
の
不
足
に
よ

り
、
長
時
間
労
働
が
蔓
延
す

る
な
ど
厳
し
い
状
況
は
改
善

さ
れ
て
お
ら
ず
、
職
員
が
安

心
し
安
全
に
働
く
こ
と
の
で

き
る
職
場
環
境
の
整
備
や
適

自治労の課題実現に
ともに頑張りましょう
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県
内
の
水
道
職
場
の
仲
間

で
つ
く
る
県
本
部
公
営
企
業

評
議
会
は
６
月
　
日
、
自
治

25

労
会
館
で
第
　
回
定
期
総
会

37

を
開
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
横
町
議
長
が

「
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影

響
で
活
動
も
難
し
い
一
年

だ
っ
た
が
、
今
後
は
工
夫
し

な
が
ら
活
動
を
強
め
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
　
続
い
て
、
県
本
部
を
代
表

し
て
千
歳
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
「
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

な
ど
政
府
の
対

応
に
よ
り
自
治

体
職
場
が
振
り

回
さ
れ
、
現
場

は
大
変
な
状

況
。
単
組
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は

月
１
０
０
時
間

を
超
え
る
過
重

労
働
、
休
日
も

取
れ
な
い
な
ど

の
実
態
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い

る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
受

け
、
自
治
労
は
人
材
確
保
と

財
源
確
保
を
求
め
総
務
省
と

立
憲
民
主
党
に
要
請
行
動
を

実
施
し
た
。
定
年
制
延
長
法

案
成
立
を
受
け
、
今
後
、
自

工
夫
し
た
活
動
を
強
め
よ
う

治
体
条
例
に
向
け
確
定
闘
争

で
は
大
き
な
課
題
と
な
る
。

総
選
挙
、
参
院
選
と
政
治
を

変
え
る
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
次
に
、
２
０
２
０
年
度
活

動
経
過
報
告
、
２
０
２
１
年

度
運
動
方
針
の
提
案
と
承
認

の
あ
と
、
横
町
議
長
を
再
任

す
る
新
執
行
体
制
を
選
出
し

ま
し
た
。

県
本
部
公
企
評
が
総
会
開
く

駅
悦
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株
式
会
社
の
最
高
意
思
決

定
機
関
は
株
主
総
会
だ
。

　
東
芝
の
株
主
総
会
が
６
月

　
日
に
開
か
れ
、
取
締
役
会

25議
長
と
監
査
委
員
の
２
人
が

再
任
さ
れ
な
い
と
い
う
波
乱

が
あ
っ
た
。
昨
夏
の
総
会
に

関
わ
っ
て
、
東
芝
と
経
済
産

業
省
が
手
を
結
ん
で
海
外

フ
ァ
ン
ド
に
圧
力
を
か
け
た

こ
と
が
外
部
報
告
書
で
明
ら

か
に
な
り
株
主
の
不
信
が

募
っ
た
の
だ
。

　
東
芝
と
同
じ
６
月
　
日
、

25

サ
ン
ケ
ン
電
気
の
株
主
総
会

が
埼
玉
県
新
座
市
の
本
社
で

開
か
れ
た
。

　
同
社
は
今
年
１
月
、
子
会
社

の
韓
国
サ
ン
ケ
ン
を
廃
業
し
従

業
員
ら
を
解
雇
。
他
の
工
場
で

の
生
産
を
計
画
し
て
い
る
た

め
、
「
偽
装
倒
産
」
と
の
批
判

が
起
き
労
働
争
議
と
な
っ
た
。

韓
国
サ
ン
ケ
ン
は
２
０
１
６
年

に
も
　
人
を
解
雇
し
た
が
、
２

35

４
６
日
目
に
解
決
、
全
員
が
職

場
復
帰
し
た
。

　
今
年
の
株
主
総
会
の
日

も
、
東
京
清
掃
労
組
、
連
帯

ユ
ニ
オ
ン
、
東
水
労
、
東
京

東
部
労
組
な
ど
が
本
社
前
で

株
主
に
争
議
解
決
を
訴
え
た

が
、
支
援
の
会
の
中
心
メ
ン

バ
ー
で
株
主
で
も
あ
る
尾
澤

孝
司
さ
ん
の
姿
は
な
か
っ

た
。
５
月
　
日
、
本
社
前
で

10

逮
捕
さ
れ
起
訴
、
勾
留
さ
れ

て
い
る
か
ら
だ
。

　
韓
国
労
働
委
員
会
の
和
解
勧

告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
社
は

組
合
と
の
対
話
の
扉
を
閉
ざ
し

た
ま
ま
だ
。
尾
澤
さ
ん
は
申
し

入
れ
書
を
渡
そ
う
と
受
付
に
向

か
っ
た
が
警
備
員
に
阻
ま
れ
、

押
し
問
答
に
。
通
報
で
、
警
察

官
が
駆
け
つ
け
、
な
ぜ
か
現
行

犯
逮
捕
さ
れ
た
。

　
起
訴
状
に
よ
る
と
、
尾
澤
さ

ん
は
プ
ラ
カ
ー
ド
様
の
も
の
で

警
備
員
を
押
し
仕
事
を
妨
げ
た

と
い
う
の
だ
が
、
共
に
支
援
運

動
に
携
わ
る
連
れ
合
い
の
邦
子

さ
ん
は
「
容
疑
は
で
っ
ち
上

げ
。
労
使
問
題
に
警
察
を
介
入

さ
せ
る
の
は
お
か
し
い
」。
支
援

者
の
女
性
も「
尾
澤
さ
ん
は
温

厚
な
人
で
、
暴
行
な
ど
ま
っ
た

く
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
」と
話
す
。

　
尾
澤
さ
ん
を
弁
護
す
る
浅

野
史
生
弁
護
士
は
「
親
会
社

に
解
決
を
求
め
る
の
は
正
当

だ
し
、
暴
行
な
ど
存
在
し
な

い
。
仮
に
起
訴
状
に
書
い
て

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

も
、
突
発
的
で
警
備
員
に
け

が
も
な
く
、
お
よ
そ
起
訴
価

値
な
ど
な
い
。
闘
争
つ
ぶ
し

が
目
的
で
は
な
い
か
」
と
説

明
す
る（「
レ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト

Ｔ
Ｖ
」６
月
　
日
）。

16

　
取
材
に
対
し
サ
ン
ケ
ン
電

気
は
「
答
え
る
つ
も
り
は
な

い
」
と
し
た
。
逮
捕
が
な
け

れ
ば
、
尾
澤
さ
ん
は
株
主
総

会
で
、
韓
国
サ
ン
ケ
ン
の
廃

業
・
解
雇
問
題
を
問
う
て
い

た
は
ず
だ
。
株
主
の
申
し
入

れ
を
「
事
件
」
に
仕
立
て
総

会
に
出
ら
れ
な
く
し
た
の
だ

と
す
れ
ば
、
株
主
総
会
の
あ

り
方
と
し
て
も
重
大
な
問
題

を
含
ん
で
い
る
。

ジャーナリスト

北　健一

サ
ン
ケ
ン
争
議
と
株
主
逮
捕

  経
済
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
欣

無料法律相談、随時ＯＫ
　自治労茨城県本部では、無料法律相談を随時行っています。
労働・生活に関わる悩み事などお気軽にご相談ください。自治労
茨城県本部顧問弁護士が相談に応じます。

相談先　自治労茨城県本部顧問弁護士　丹下　昌子
　　　　水戸市南町３丁目４番５７号
　　　　水戸セントラルビル３階
　　　　丹下・小沼法律事務所
　　　　電話　029－224－5150　Fax　029－226－2191

　尚、法律相談は、依頼者（相談者）が丹下・小沼法律事務所に
直接電話し、相談日程等を決めて下さい。法律相談は、個別事案
ごとに、初回の法律相談を無料とし、２回目以降は所定の報酬お
よび経費を依頼者（相談者）が支払うことになります。

ニュース・ワード

に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
同
じ
地

域
を
通
過
、
あ
る
い
は
停

滞
す
る
こ
と
で
大
雨
を
も

た
ら
し
ま
す
。
２
０
１
７

年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨

や
、
　
年
７
月
の
熊
本
豪

20

雨
な
ど
の
要
因
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
ま
す
。

　
気
象
庁
は
６
月
か
ら
、

線
状
降
水
帯
の
発
生
を
伝

え
る
「
顕
著
な
大
雨
に
関

す
る
情
報
」
の
発
表
を
始

め
ま
し
た
。
各
都
道
府
県

を
い
く
つ
か
の
地
域
に
分

け
て
、
発
表
し
ま
す
。

　
た
だ
、
予
報
で
は
な
く

発
生
を
伝
え
る
情
報
な
の

で
、
発
表
さ
れ
た
時
点
で

河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害

の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
、
一
刻
も
早

い
避
難
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
気
象
庁
は
今
後
、
観

測
体
制
を
強
化
し
、
事
前

に
発
生
確
率
を
出
す
計
画

で
す
。

　
次
々
に
発
生
し
た

雨
雲
（
積
乱
雲
）
が

列
を
作
り
、
数
時
間

線
状
降
水
帯

の
　
倍
に
増
や
し
た
ト
マ

15
ト
。
筑
波
大
学
発
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
が
開
発
し
、

今
年
５
月
に
家
庭
菜
園
向

け
に
苗
を
配
布
し
ま
し

た
。
商
品
化
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
特
定
の
遺
伝
子
を
破

壊
・
切
断
す
る
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
政
府
は
「
遺
伝
子
組

み
換
え
食
品
で
は
な
い
」

と
い
う
立
場
で
す
が
、
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
遺
伝

子
組
み
換
え
の
一
種
と
み

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

安
全
性
確
保
を
目
的
に
、

開
発
企
業
に
厳
し
い
リ
ス

ク
評
価
や
表
示
な
ど
の
規

制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
消
費
者
団
体
も

「
安
全
性
の
調
査
が
不
十

分
」
と
指
摘
。
ゲ
ノ
ム
編

集
食
品
の
普
及
に
つ
い
て

は
、
再
検
討
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
血
圧
上
昇
を
抑
え

る
と
さ
れ
る
物
質

「
ギ
ャ
バ
」を
、
通
常

ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト

公企評総会であいさつする横町議長

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違

違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医

2021年公企評役員体制
議　　長 横町　　勉 （県企業局労組）
副　議　長 皆川　慎弥 （茨城町職公企評）
副　議　長 増渕　裕介 （県企業局労組）
事務局長 鈴木　拓郎 （常陸太田市水道）
幹　　事 菊池　　崇 （大子町職）
幹　　事 小林　裕幸 （常陸大宮市職）
幹　　事 小林　正明 （県企業局労組）
幹　　事 泉谷　洸希 （茨城町職公企評）
幹　　事 石川　義弘 （常陸太田市水道）
幹　　事 金親　幸宏 （県職連合）
幹　　事 横山　　敬 （城里町職）


